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憲
法
記
念
日
の
こ
の

日
、
全
国
各
地
で
、
一

斉
に
「
共
謀
罪
の
危
険

性
を
訴
え
る
」
集
会
や

デ
モ
、
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ

行

動

が
行

わ

れ

ま
し

た
。 夕

張
市
内
で
も
、
「
共

謀
罪
に
反
対
す
る
夕
張

連
絡
会
」
が
、
日
本
国

憲
法
や
共
謀
罪
に
つ
い

て
、
市
内
３
か
所
で
訴
え

ま
し
た
。 

一
か
所
目
は
末
広
屋

台
村
前
で
、
13
名
が
そ

れ
ぞ
れ
プ
ラ
カ
ー
ド
を

手
に
持
ち
、
最
初
に
、
空

知
教
職
員
組
合
の
斉
藤

秀
昭
さ
ん
が
、
教
育
者

の
立
場
か
ら
共
謀
罪
の

危

険

性

を

話

し
ま
し

た
。 

 

新
日
本
婦
人
の
会
の

久
世
公
子
さ
ん
が
、
「
今

の
憲
法
が
で
き
て
か
ら

70
年
、
平
和
な
日
本
が

あ
る
の
は
、
憲
法
９
条
の

お
か
げ
、
新
婦
人
は
、
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
女
性

と
子
ど
も
の
命
を
守
る

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

  

   

ゆ
う
ば
り
女
性
９
条

の
会
の
滝
口
洋
子
さ
ん

は
、
「
心
の
中
ま
で
処
罰

す
る
共
謀
罪
。
メ
ー
ル

も
ラ
イ
ン
ま
で
も
国
が

監
視
す
る
共
謀
罪
に
全

国
の
９
条
の
会
が
、
反

対
し
て
い
ま
す
。
９
条
を

守
り
、
戦
争
し
な
い
平

和
な
日
本
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

     

 

夕
張
労
働
組
合
総
連

合
の
熊
谷
泰
昌
さ
ん
は
、

「
い
ま
若
い
労
働
者
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
な
労
働
現
場

で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
共

謀
罪
を
審
議
す
る
よ
り
、

労
働
環
境
を
改
善
す
る

政
策
を
優
先
す
べ
き
で

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

    共
産
党
く
ま
が
い
桂

子
市
議
は
、
「
平
和
憲

法
が
米
国
の
押
し
つ
け

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。
平
和

憲
法
を
守
る
こ
と
が
政

府
の
役
目
で
す
。
武
力

で
平
和
は
守
れ
ま
せ
ん
。

平
和
と
人
権
、
国
民
主

権
を
し
っ
か
り
と
守
る

た
め
に
、
今
こ
そ
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
突
き

進
む
、
安
倍
自
公
政
権

を
退
陣
さ
せ
る
た
め
に
、

市
民
と
野
党
が
共
闘
し
、

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

二
か
所
目
の
、
清
水

沢
の
旧
村
岡
花
店
前
の

路
上
で
は
、
９
名
が
参

加
し
、
連
絡
会
の
横
断

幕
や
新
婦
人
の
横
断
幕

を
手
に
、
車
で
移
動
す

る
人
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。 

三
か
所
目
は
、
紅
葉

山
の
道
の
駅
付
近
の
十

字
路
で
は
、
７
名
が
買
い

物
に
訪
れ
た
市
民
や
旅

行
中
の
人
た
ち
に
、
訴

え
ま
し
た
。 

 

国
会
で
審
議
中
の
同

法
案
に
反
対
す
る
集
会

が
、
５
月

14

日
、
岩
見

沢
中
央
公
園
で
午
後
２

時

30
分
か
ら
開
催
さ
れ

ま
す
。 

「
共
謀
罪
に
反
対
す

る
夕
張
連
絡
会
」
で
は
、

貸
切
バ
ス
で
参
加
す
る

予
定
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

（
連
絡
先
＝
０
９
０
‐
２
８

１
８-

５
１
８
３
、
共
謀
罪

に
反
対
す
る
夕
張
連
絡

会
事
務
局
・
熊
谷
さ
ん
） 
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５
月
１
日
、
夕
張
共
生
フ

ァ
ー
ム
ら
ぷ
ら
す
で
、
第

88

回
メ
ー
デ
ー
夕
張
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

夕

張

労

連

議

長

の
筒

井

勇
治
さ
ん
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
巨
大
与
党
に
よ
る
共
謀

罪
法
案
の
ゴ
リ
押
し
、
更
な

る
労
働
法
の
改
悪
を
阻
止

す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
の

団
結
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

来

賓

と
し
て
参

加

し
た

日
本
共
産
党
夕
張
市
議
の

熊
谷
桂
子
さ
ん
か
ら
も
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
団
体
・
個
人

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
の

あ
と
、
「
共
謀
罪
」
学
習
ビ
デ

オ
を
視
聴
し
、
改
め
て
共
謀

罪
法
案
の
廃
案
ま
で
、
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ

ー
ガ
ン
提
案
を
満
場
一
致

で
採
択
し
た
あ
と
、
実
行
委

員
長
の
リ
ー
ド
で
の
「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
」
で
集
会
を
し

め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

５
月
２
日
、
日
本
共
産
党

南
空
知
女
性
後
援
会
が
、

「
女
性
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
実
施

し
、
夕
張
市
内
の
３
か
所
で

街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ク
を
握
っ
た
、
く
ま
が

い
桂
子
市
議
は
「
平
和
憲
法

を
壊
し
て
戦
争
す
る
国
づ
く

り
を
進
め
る
安
倍
政
権
は
、

１
日
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
に
乗
じ
て
、
海
上
自
衛

隊
の
ヘ
リ
空
母
「
い
ず
も
」
に

初
の
「
米
艦
防
護
」
を
命
じ
、

安
保
法
制
＝
戦
争
法
が
発

動
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府 

は
、
対
話
と
交
渉
に
よ
る
解

決
に
力
を
つ
く
す
べ
き
で
す
。

共
謀
罪
が
現
代
の
治
安
維

持
法
で
あ
り
、
言
論
の
自
由

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

暴
走
政
治
の
思
い
通
り
に
は
さ
せ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
江
別
市
野

幌
森
林
公
園
に
行
き
、
自
然
の
芽
吹
き
、
生
命
の
息
吹
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

 

 

冬
枯
れ
か
ら
、
一
気
に
芽
吹
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
桂

の
淡
い
緑
。
高
い
木
立
を
見
上
げ
る
と
、
こ
ぶ
し
の
花
が

見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
足
元
を
見
れ
ば
、
エ
ゾ
エ

ン
ゴ
サ
ク
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ひ
と
り
し
ず
か
、
二
輪
草
、

座
禅
草
、
湿
地
に
は
水
芭
蕉
、
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、

水
た
ま
り
に
は
、
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
卵
を
産
ん
で

い
ま
す
。
野
鳥
の
さ
え
ず
り
も
、
心
地
よ
く
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
が
ピ
ー
ス
、
ピ
ー
ス
と
鳴
い
て
い
ま
す
。
「
平
和
運

動
は
四
十
か
ら
」
と
覚
え
て
お
く
と
忘
れ
ま
せ
ん
。
ヒ
ヨ

ド
リ
、
ウ
グ
イ
ス
、
メ
ジ
ロ
も
い
ま
す
。 

 

一
日
の
メ
ー
デ
ー
は
、
旭
川
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

山
に
は
残
雪
が
あ
り
、
気
温
六
度
、
風
は
冷
た
い
け
れ
ど
、

皆
さ
ん
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
札
幌
に
戻
り
、
畠
山
和

也
衆
院
議
員
と
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
を
訪
問
し
、
安
倍
農
政
に

つ
い
て
、
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

二
日
は
、
札
幌
白
石
区
で
支
部
の
皆
さ
ん
と
、
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
の
購
読
を
呼
び
か
け
て
行
動
。
午
後
に
は
、
畠
山

和
也
衆
院
議
員
、
川
部
竜
二
衆
院
予
定
候
補
と
合
流
し
、

憲
法
施
行
七
〇
年
の
街
頭
演
説
会
に
参
加
。
そ
の
後
Ｊ
Ｒ

の
政
策
提
言
を
関
係
団
体
に
届
け
意
見
交
換
。
三
日
の
憲

法
記
念
日
に
は
、
午
前
、
午
後
と
二
つ
の
憲
法
施
行
集
会

と
デ
モ
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

連
休
明
け
、
「
共
謀
罪
」
、
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
改

憲
」
を
宣
言
し
た
安
倍
暴
走
政
治
と
の
対
決
で
す
。
思
い

通
り
に
は
さ
せ
ま
せ
ん
。
国
民
と
の
共
同
の
力
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

大
正
１
０
年
の
た
た
か
い 

 

⑩ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会
的
包
囲
つ
づ
く 

 

賃
下
げ
は
、
い
ず
れ
わ
が
身
に
降
り
か
か
る
で
あ

ろ
う
と
捉
え
る
全
国
の
労
働
組
合
か
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
連
帯
の
動
き
が
起
こ
り
ま
す
。 

特
に
日
本
海
員
組
合
で
は
、
い
ち
早
く
２
月

14
日
、 

東
京
の
炭
鉱
汽
船
本
社
に
中
野
文
夫
主
事
を
向
か
わ

せ
「
場
合
に
よ
っ
て
は
石
炭
輸
送
を
拒
否
す
る
」
と
強
硬
な
申
し
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。 

 

予
想
を
超
え
る
反
響
に
慌
て
た
の
は
炭
鉱
会
社
で
す
。 

 
た
か
が
夕
張
の
鉱
夫
た
ち
の
反
抗
ぐ
ら
い
に
し
か
見
て
な
い
会
社
に
と
っ

て
、
肝
心
か
な
め
の
石
炭
輸
送
を
停
め
ら
れ
、
更
に
三
十
名
の
つ
わ
も
の
が
来

夕
す
る
と
は
・
・
・
・
。 

ま
し
て
仕
事
を
休
む
欠
稼
者
の
続
出
で
操
業
率
は
下
が
る
一
方
。
こ
れ
に
は
打

つ
手
は
無
か
っ
た
。 

 
 

一
定
の
譲
歩
か
ち
と
る 

  

麻
生
、
坂
口
ら
を
先
頭
に

10
日
帰
山
し
た
高
城
支
店
長
と
、
数
次
に
わ
た
る

交
渉
を
重
ね
ま
す
。 

こ
の
間
町
長
代
理
と
し
て
高
橋
助
役
や
田
代
町
議
も
仲
裁
に
入
る
も
不
調
、
連

日
の
演
説
会
や
労
働
歌
が
巷
に
あ
ふ
れ
騒
然
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
（
夕

張
市
史
）
。 

こ
う
し
て
鹿
ノ
谷
支
社
で
交
渉
の
結
果
、
２
月

18
日
吉
田
警
察
署
長
と
北
海
タ

イ
ム
ス
、
小
樽
新
聞
、
新
小
樽
の
三
支
局
長
の
立
会
い
の
も
と
一
応
の
決
着
を

み
ま
す
。 

「
今
回
の
要
求
条
項
の
主
意
あ
る
処
は
よ
く
諒
解
せ
り
。
こ
れ
ら
の
条
項
は
、

支
店
長
を
信
頼
し
て
支
店
長
に
一
任
せ
よ
。
尚
今
回
の
登
川
、
楓
両
鉱
の
事
件

が
円
満
に
解
決
し
、
労
働
者
が
静
穏
に
稼
働
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
際
に
限
り
運

働
者
の
責
任
は
問
わ
ざ
る
こ
と
。
」 

と
い
う
内
容
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

くずさんの 

夕 張 歴 史 散 歩

（70） 


